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　はじめに

ハタ科マハタ属魚類（Serranidae: Epinephelus）

は日本国内から 44種が知られていたが（瀬能，

2013；藤原ほか，2015; Nakamura et al., 2018），最

近，日本産アオハタモドキ Epinephelus stictus 

Randall and Allen, 1987が誤同定に基づく記録であ

ることが明らかになり（Frable et al., 2018），日本

産本属は 43種となる．そのうち 23種が屋久島か

ら報告されている（Motomura et al., 2010; Moto-

mura and Harazaki, 2017）．

2018年 6月 10日に屋久島の一湊沖水深 20 m

でマハタ属魚類の幼魚の水中写真が撮影された．

水中写真の個体は，色彩や体側の模様からイヤゴ

ハ タ Epinephelus poecilonotus (Temminck and Sch-

legel, 1843)とカケハシハタ Epinephelus radiatus 

(Day, 1868)に類似するが，両種の中間的な色彩を

併せもち，2種の交雑個体であると考えられた．

本研究では，この水中写真の個体から得られた知

見をここに報告する．

　材料と方法

本報告に用いた水中写真（Fig. 1）は鹿児島県

大隅諸島屋久島一湊沖の水深 20 mで第二著者に

よって 2018年 6月 10日に撮影された．本写真資

料は鹿児島大学総合研究博物館の画像データベー

ス（KAUM–II）に KAUM–II. 67として登録され

ている．なお，Craig and Hastings (2007) や Ma 

and Craig (2018) は 分 子 系 統 学 的 に ハ タ 族

Epinephelini内の類縁関係を再編成し，その結果

イヤゴハタとカケハシハタを Epinephelusから

Mycteropercaに変属したが，本報告では従来の分

類体系（例えば Randall and Heemstra, 1991; 瀬能，

2013）にしたがった．

　結果と考察

屋久島で撮影された水中写真の個体（Fig. 1）は，

背鰭棘数が 11であること，臀鰭軟条数が 8であ

ること，背鰭起部における体高が臀鰭起部におけ

る体高より高いこと，尾鰭が円形であることなど

により Randall and Heemstra (1991)や Heemstra and 

Randall (1993)が示したマハタ属 Epinephelusの特

徴に一致した．また，眼の後縁から背鰭軟条基底

部にかけて不連続であるが白色の弧状斑がある

点，背鰭第 3棘から第 7棘にかけての背鰭基底部

周辺に黒色斑がある点，および背鰭基底部付近を

除いて各鰭が黄色味がかった白色を呈する点はイ

ヤゴハタの幼魚にみられる特徴（瀬能，1997, 

2013; Fennessy et al., 2011）と一致した．一方，鰓

蓋上縁から背鰭第 2棘と第 4棘の間にかけてと前

鰓蓋骨後縁から背鰭第 7棘と第 11棘の間にかけ

て白色斜走帯がある点，眼の後縁上部から背鰭起

部前方の体背縁にかけて伸びる白色帯がある点，

および尾柄上部に眼径大の黒色斑がある点は，益

田・ 小 林（1994）， 瀬 能（1997）， お よ び

Cabanban et al. (2011)により示されたカケハシハ

屋久島で撮影されたイヤゴハタとカケハシハタの交雑個体
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タの幼魚にみられる色彩である．さらに，背鰭軟

条数は 14であり，イヤゴハタ（14–15）とカケハ

シハタ（13–15）の背鰭軟条数の範囲内であった

（Fennessy et al., 2011; Cabanban et al., 2011；瀬能，

2013）．このように両種に類似した色彩を併せも

つため，本研究の報告個体はイヤゴハタとカケハ

シハタの交雑個体であると思われる．

マハタ属内での種間交雑はクエ Epinephelus 

moara (Temminck and Schlegel, 1843)× タ マ カ イ

Epinephelus lanceolatus (Bloch, 1790)，クエ ×ヤイ

トハタ Epinephelus malabaricus (Bloch and Schnei-

der, 1801)，およびアカマダラハタ Epinephelus 

fuscoguttatus (Forsskål, 1775)×タマカイなどの例が

知られており（Ch’ng and Senoo, 2008；小西，

2011；村田ほか，2017；中津，2017），上記のい

ずれの例においても親種の中間的な色彩を発現す

ることが知られている．

自然状況下における種間交雑の発生において

は，それぞれの親種の生息密度が著しく低いこと

がその要因の一つと考えられている（Yaakub et 

al., 2006; Hobbs, 2009；賀数ほか，2015）．イヤゴ

ハタとカケハシハタは屋久島の魚類相を報告した

市川ほか（1992），Motomura et al. (2010)，および

Motomura and Harazaki (2017)においても報告され

ておらず，屋久島近海における 2種の出現は極め

て稀であり，その生息密度は極めて低いものと予

想される．さらに，琉球列島全域においても，イ

ヤゴハタはこれまで報告されておらず，日本産ハ

タ科魚類を総括した瀬能（2013）においても，そ

の分布域に琉球列島は含められていない．また，

カケハシハタは奄美群島や沖縄諸島から記録はあ

るものの（西村ほか，2016; Nakae et al., 2018；桜

井，2018），その数は少なく，琉球列島における

本種の個体数は多くないものと予想される．した

がってイヤゴハタとカケハシハタはいずれも屋久

島近海のみならず，琉球列島全域において生息密

度が著しく低いと思われ，これが 2種間の自然交

雑を促した要因となった可能性が考えられる．

Fig. 1. Underwater photograph (KAUM–II. 67) of a possible natural hybrid, Epinephelus poecilonotus x E. radiatus, off Isso, Yaku-shima 
island, Osumi Islands, Kagoshima, Japan. Photo by I. Takaku.
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